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Ⅰ 方針策定における基本的事項 
１ 背景と目的 

中村緑地公園は、前身となる渋川市民ゴルフ場の閉鎖後、土地・建物等の財産を本市が承

継し、ゴルフコースが持つ起伏のある地形や優れた景観を活かす形で、平成２９年４月から

関越自動車道北側範囲の暫定的利活用を開始しました。 
中村緑地公園の利活用については、平成３０年２月に策定された「中村緑地公園整備計画

（以下「整備計画」という。）」によって基本的な整備方針が定められ、“憩いと交流を生む

緑につつまれた集いの場の創造”をテーマにこれまで整備事業を進めてきましたが、現在ま

で本格的な利活用に至っていない状況です。 
整備計画の策定から一定の期間が経過する中で、本市を取り巻く環境も日々変化しており、

中村緑地公園のあり方についても現状に即して見直しを行う時期に来ているといえます。今

回、市有公園全体の現状を踏まえた上で中村緑地公園の課題等を整理し、今後の敷地利活用

に関する基本的な方向性を定めることを目的に、当方針を策定するものです。 
 

２ 公園の概要 

（１） 所在地 

渋川市中村８３０番地５（代表地番：管理事務所の所在地） 

（２） 面積 

ア 官有地（河川占用部分）  
    ５４，５６４．８３㎡ 
イ 借地（土地使用貸借契約） 

   １８３，５４５．７１㎡（渋川市中村向島地区土地利用組合 ２０５筆） 
ウ 市有地 

     ４，５４３．５９㎡ 
   合計（ア＋イ＋ウ） 
   ２４２，６５４．１３㎡   

（３） 保有施設（建物等） 

ア 管理事務所 
鉄骨造２階建て（床面積４９６．８５㎡） 

イ 駐車場 
約８０台（管理事務所敷地内） 
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３ 現地の状況 

（１） 公園全体及び周辺地域 

サイクリングロード西側に位置する管理事務所及

び駐車場敷地を除き、公園内は吾妻川合流地点からお

よそ２ｋｍ下流の利根川右岸の高水敷となっていま

す。ゴルフ場跡地であることから園内は大部分が芝生

地となっており、グリーン、バンカー、池、ティーグ

ラウンド等、ゴルフコースが持つ起伏のある地形やコ

ース境界の樹木、防球ネット等の施設がそのまま残さ

れています。敷地のほぼ中央を関越自動車道の高架橋

が東西に走り、公園を南北に分断しています。公園の

北側には大崎緑地公園が隣接しており、敷地西側にあ

る堤防を兼ねたサイクリングロードを通じて坂東橋

緑地公園とも結ばれています。 
公園周辺は、（株）カーリット群馬工場やデンカ（株）

渋川工場等が立地する工業地域であると共に住宅地

も混在しています。主要道路である国道１７号及び関越自動車道「渋川伊香保ＩＣ」に近

接しており、市内外からのアクセス性が高い一方で、主要道路から公園が直接視認でき

ず、初めて訪れる利用者には公園までの導線が分かりにくい等の課題もあります。 

（２） 公園施設（広場及び管理事務所等） 

ア 関越自動車道から北側のエリア 

 関越自動車道から北側のエリアは、平成２９年４月から軽スポーツや各種レクリエー

ションが行える多目的な芝生広場として一般開放されており、散歩、ジョギング、ボー

ル遊び等に利用されています。近年流行し

た新型コロナウイルス感染症の影響によ

ってスポーツ施設等が一時閉鎖された際

は、市内外から訪れた利用者が球技練習等

を行う風景が多数見受けられました。ま

た、広大な敷地を利用して“しぶかわスポ

ーツクラブまつり”や“凧揚げ教室”等の

イベントが年に数回開催されています。 
利根川の低水敷に近い敷地東側には５

ｍ以上の高木が並んでおり、敷地西側のサ

イクリングロード沿いは未舗装の園内管

理用通路が通っています。 

【航空写真：中村緑地公園周辺】 

【写真：関越自動車道から北側のエリア】 
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イ 関越自動車道から南側のエリア 

関越自動車道から南側のエリアは、本市が敷地の管理を引き継いだ後は一般開放して

おらず、草刈り等の日常管理を行っている状況です。敷地は北側のエリアと同じく芝生

地となっており、（株）カーリット群馬工

場が使用する取水路が敷地を斜めに横断

しています。この取水路によって敷地は２

つに分断され、下流側の範囲は利根川と取

水路に挟まれた南北に細長い形状となっ

ています。 
取水路はゴルフ場建設前に整備された

施設で、水路内に溜まった土砂を渇水期

に浚渫するため開渠となっており、水路

沿いは管理用通路として一定の幅が確保

されています。 

ウ 管理事務所及び駐車場 

 管理事務所は市民ゴルフ場時代のクラブハウスを利用しており、園内を暫定的な利活

用としている現状においては、トイレや更衣室、休憩スペースのみを公園利用者向けに

開放しています。管理職員は隣接する宮田商会武道館渋川（以下「武道館」という。）に

常駐しており、周辺のスポーツ施設等と合

わせて維持管理を行っている状況です。 
管理事務所１階の事務室や２階の多目的

ホール（旧食堂）はしぶかわスポーツクラブ

へ貸与しており、市内のスポーツ振興を目

的とした業務に活用されています。 
駐車場は管理事務所敷地内に約８０台駐

車可能なスペースを有しており、隣接する

武道館の利用者も数多く利用しています。 

 

 

【写真：関越自動車道から南側のエリア】 

【写真：管理事務所及び駐車場】 

左側の建物は武道館、右奥が管理事務所。 
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Ⅱ 利活用に関する検討 

１ 市民意見の把握 

平成３０年に策定した整備計画では、公園敷地全体を４つのゾーンに区分し、各ゾーンに

導入する機能及び施設を設定していますが、具体的な施設内容については定められておらず、

また、計画策定から一定の期間が経過していることから、改めて現在の市民意見を把握する

ことを目的とした調査・意見交換等を実施しました。 

（１） 市民・学生意識調査 

  本市の公園全体及び中村緑地公園に対する意識調査（以下「アンケート」という。）を

下記のとおり実施しました。 

◆調査対象 

①市内に居住する１８歳以上の市民（無作為抽出） 
②市内の中学校・高等学校に通う第２学年の生徒、渋川特別支援学校高等部の生徒 

◆調査方法 

アンケート用紙による自記式アンケート 

◆調査時期 

令和４年５月２６日～６月１７日 

◆アンケート回収率 

①市民アンケート：３７．５％（１，４９８通／４，０００通） 
 ②学生アンケート：９３．４％（１，２５１通／１，３４０通） 
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《アンケート内容・回答結果》 

問１：あなたは、どのような目的で公園を利用しますか。※２つ選択  

市民アンケートでは「散策・自然観察」が約３８％で最も高く、次いで「健康（軽スポ

ーツ）」が約２０％となっています。 
年代別では、１０代は「遊び（レジャー）」、３０代は「子育て」、その他の世代は「散

策・自然観察」の割合が最も高くなっています。 
学生アンケートでは「遊び（レジャー）」が約４２％で最も高く、次いで「スポーツ」

が約２３％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【18 歳以上の市民】 

【中学生・高校生】 

※軽ｽﾎﾟｰﾂは、競技ｽﾎﾟｰﾂと区別するため“健康(軽ｽﾎﾟｰﾂ)”としました。 

※学生アンケートでは“子育て“を除いた 6 項目としました。 
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《年代別及び中学生・高校生別のアンケート結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1０代】 

【２０代】 

【３０代】 

【４０代】 
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【５０代】 

【６０代】 

【７０代】 

【中学生】 

【高校生・特別支援学校】 
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問２：中村緑地公園（河川敷）についてお伺いします。 
  

あなたは、中村緑地公園にどのような施設があれば利用したいですか。※２つ選択 
  

市民アンケートでは「休憩施設（ベンチ等）」が約２３％で最も高く、次いで「ウォー

キング・ランニングコース」が約２２％で同程度に高くなっています。 
年代別では、１０代は「アウトドア施設」、「ウォーキング・ランニングコース」及び「休

憩施設（ベンチ等）」の割合が高く、子育て世代の２０代～４０代ではこれらに加えて「子

どもの遊び場」の割合が高くなっています。また、５０代～７０代は「ウォーキング・ラ

ンニングコース」及び「休憩施設（ベンチ等）」の割合が高くなっています 
学生アンケートでは「休憩施設（ベンチ等）」が約２６％で最も高く、次いで「アウト

ドア施設」が約２１％となっています。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

【18 歳以上の市民】 

【中学生・高校生】 

※学生アンケートでは“子どもの遊び場“を除いた７項目としました。 
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《年代別及び中学生・高校生別のアンケート結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０代】 

【２０代】 

【３０代】 

【４０代】 
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【５０代】 

【６０代】 

【７０代】 

【中学生】 

【高校生】 
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問３：あなたは、どのようなスポーツ施設を利用したいですか。（問２で「軽スポーツ 
 

施設」「競技スポーツ施設」を選択した場合）※１つ選択 
  

市民アンケートでは「多目的広場」が約４８％で最も高く、次いで「テニスコート」が

約１２％となっています。 
年代別でも全世代を通して「多目的広場」の割合が最も高くなっています。「多目的広

場」を除く具体的なスポーツ施設としては、１０代～５０代は「テニスコート」の割合が

比較的高く、６０代～７０代は「グラウンドゴルフ場」の割合が高くなっています。 
 学生アンケートでは「テニスコート」、「屋外バスケットコート」及び「多目的広場」が

約２２～２３％で同程度に高く、次いで「サッカー・ラグビー場」及び「野球・ソフトボ

ール場」が約１１～１２％で同程度に高くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【18 歳以上の市民】 

【中学生・高校生】 

※“サッカー“と“ラグビー“、”野球”と“ソフトボール”は同一の施設を共用する場合があることから、類似競技として同一の項目にしました。 
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《年代別及び中学生・高校生別のアンケート結果》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０代】 

【２０代】 

【３０代】 

【４０代】 
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【５０代】 

【６０代】 

【７０代】 

【中学生】 

【高校生】 
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（２） 外部団体との意見交換 

様々な分野の意見を聴取するため外部団体との意見交換会を開催し、整備計画で定め

たゾーニング計画、市民・学生アンケート及びスポーツ競技団体からの要望を踏まえて

作成した素案に対する意見交換を行いました。 

ア 協力団体 
福祉、スポーツ、子育て及びまちづくり等に関わる市内の団体並びに地元自治会、土

地利用組合（地権者） 等（全１５団体） 

イ 実施回数 
  全３回（令和４年８月、令和４年１１月、令和５年３月） 

ウ 主な意見 

うきうきふれあいゾーン 

●一般的な公園にはない特徴のある複合遊具があると良い。 
●子どもが水遊びの出来る場所があると良い。 
●親水施設を設ける場合は、設置形態に合わせて安全対策が必要。 
●自転車を練習するちょうど良い場所がないので、練習する場所が出来るのは良い。 

●バーベキュー広場への炊事場（洗い場）の設置が必要。 

●用具の貸出しをするなど、手ぶらでバーベキューが出来ると良い。 

 

ゆうゆう安らぎゾーン 

●売店や授乳室など、子どもが不自由なく遊んでいけるような施設にしてもらいたい。 
●サイクリングロードからも分かり易いよう案内看板を設置し、サイクリングロード

利用者にも使いやすい施設にしてほしい。 

●障害を持つ人も使いやすい多目的トイレの設置が必要。 

 

ぐんぐんスポーツゾーン 

●広い敷地を活かしたスポーツ施設となり、多くの競技大会ができるのは良い。 
●近年人気のあるストリートバスケットやスケートボードが楽しめる場所があると

若い世代にも利用してもらえると思う。 

●スポーツ施設は整備費用が大きくなることが予想されるので、必要性や需要に応じ

て段階的に整備していくのが良い。 

●人口減少を考えて、類似施設との統合も含めて計画を進めていく必要がある。 
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いきいき健康ゾーン 

●個人の健康意識が高まっているので、ウォーキング・ランニングコースの利用は多

いと思う。 
●一般的な公園では犬の散歩を禁止するところが多いので、犬の散歩を可能にしてほ

しい。また、広い敷地を活用したドッグランを設置してほしい。 
●取水路があることから他のゾーンに比べて増水時のリスクが高いため、公園全体の

整備費用を考えると最低限の園路整備だけでも良い。 
 
共通事項 

●車いすの人が散策するためにも、園路は舗装してほしい。 
●ベンチや日陰（木陰）が多くあると良い。 
●広大な敷地であることを考慮し、一般の公園では禁止となっているキャッチボール

等も行えるようにしてほしい。 
●監視カメラや放送設備、雷発生時の避難所等、利用者の安全に配慮した設備の設置

が必要。 
●広大な敷地であるため、全体を整備範囲とすると整備費用や維持費用が掛かりすぎ

ると思う。まずは範囲や内容を絞って整備し、今後のニーズに合わせて整備範囲を拡

大していくことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交換会 実施状況 
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２ 施設整備案の検討 

市民・学生アンケート及び外部団体との意見交換の結果を踏まえ、次のとおり施設整備案

の検討を行いました。この施設整備案は、整備計画で示しているゾーン計画及び導入施設配

置の方向性を踏襲したものです。 
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（１） うきうきふれあいゾーン 

管理事務所北側の進入路から最も近く、中村緑地公園の玄関口となるゾーンです。園

内施設の機能を補完する公園管理施設（ゆうゆう安らぎゾーン）に隣接していることか

ら、幼児・高齢者・身体障害者なども利用しやすいゾーンとして、多世代・多様な利用

を想定した施設配置となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設区分 施設概要（整備イメージ） 

芝生広場 

緩やかな地形を残したまま、イベント利用等を想定する芝生の広場。 

騒音等の問題により設置が敬遠されているストリートバスケット用のコート

を配置している。 

こども広場 
 現地形を活かした遊具や休憩施設（ベンチ、四阿など）を配置することにより、

子どもを連れた家族などが利用しやすい空間を提供する広場。 

自転車広場 
未就学児や小学校低学年児童などが、起伏のない平坦な練習場や緩やかな傾

斜のある練習コースで気軽に自転車練習などを行うための広場。 

バーベキュー

広場 

夏場を中心としたバーベキュー利用やデイキャンプを行うためのテント設営

スペースを確保した広場。 
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（２） ゆうゆう安らぎゾーン 

 公園内で唯一河川区域外に位置しており、管理事務所（旧クラブハウス）などの管理施

設を有するゾーンです。 
管理事務所の改修に加えて、管理用倉庫及び公園全体のインフラ（水道・電気等）に関

する設備等の整備を想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設区分 施設概要（整備イメージ） 

管理事務所 

売店 
子どもが園内で遊ぶ玩具、菓子・軽食、バーベキューの際に使用する

消耗品類の販売を想定した施設。 

更衣室  コインロッカー、おむつ替え・授乳スペース等を配置したスペース。 

休憩室 公園利用者が休憩や飲食などをすることができるスペース。  

トイレ 
ベビーチェア、オストメイト対応設備、ユニバーサルベッド等を備え

ることで、誰もが安心して利用できるトイレ施設。 

倉庫 
維持管理用備品（芝刈機、農機具等）や園内貸出し用物品（バーベキュー関係等）

を収納することを想定した施設。 
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